
 

 

 

平成２１年１２月１５日 

西日本旅客鉄道株式会社 

京阪電気鉄道株式会社 

 

ＩＣ連絡定期券の導入、 

及び京阪電車におけるＩＣＯＣＡ定期券等の発売について 
 

西日本旅客鉄道株式会社（以下、「ＪＲ西日本」）と京阪電気鉄道株式会社（以下、「京阪電車」）とは、

お互いの鉄道利用の利便性を向上し、一層の利用拡大を共に図る観点から、ＩＣ連絡定期券のサービス

を開始することに合意いたしました。 

本サービスは、スルッとＫＡＮＳＡＩ協議会とＪＲ西日本が合意した「ＩＣカード乗車券を活用した

連携サービス」に基づくものです。 

ＪＲ西日本による両社間のＩＣＯＣＡ連絡定期券発売からサービスを開始し、京阪電車でのＩＣＯＣ

ＡおよびＩＣＯＣＡ定期券発売へとサービスを拡大することで、ご利用のお客さまの利便向上を進めて

まいります。 

概要につきましては、以下の内容をご覧ください。なお、実施詳細につきましては、改めてお知らせ

いたします。 

 

１．ＪＲ西日本と京阪電車との間でＩＣＯＣＡ連絡定期券サービスを導入します 

  ＪＲ西日本において、ＩＣＯＣＡを使ったＪＲ西日本～京阪電車間のＩＣ連絡定期券を発売

します。 

  ○ＪＲ西日本～京阪電車ＩＣＯＣＡ連絡定期券の概要 

   （発売区間）現行の磁気券による連絡定期券発売区間と同じ（但し京阪大津線を除く） 

   （発売箇所）現行の連絡定期券発売箇所と同じ（但しＩＣＯＣＡ定期券発売箇所に限る） 

   （導入時期）平成２２年５月頃（予定） 

         ※京阪電車での発売開始は、平成２３年となります 

   

２．京阪電車でＩＣＯＣＡ・ＩＣＯＣＡ定期券を発売します 

  京阪電車（但し大津線を除く）において、ＩＣＯＣＡ・ＩＣＯＣＡ定期券（ＪＲ西日本との

連絡定期券含む）を発売します。 

  ①ＩＣＯＣＡ発売概要 

  （発売箇所）自動券売機（各駅に１台以上設置予定） 

  （導入時期）平成２３年中（予定） 

 ②ＩＣＯＣＡ定期券発売概要 

  （発売区間）現行の磁気券による定期券発売区間と同じ（但し大津線を除く） 

  （発売箇所）現行の定期券発売箇所と同じ（但し大津線を除く） 

  （導入時期）平成２３年中（予定） 

注）「ＩＣＯＣＡ」はＪＲ西日本の登録商標です。 

 
 
 



【 参 考 】  

 

 

平 成 ２１年 １２月 １５日 

西日本旅客鉄道株式会社 

スルッと KANSA I 協 議 会 

 

ＩＣカード乗車券を活用した新たな連携サービスについて 
 

 

西日本旅客鉄道株式会社（以下、「ＪＲ西日本」）とスルッとKANSAI協議会（以下、「スルッとKANSAI」）は、

公共交通利用の利便性を向上し、一層の利用拡大を共に図る観点から、ＩＣカード乗車券を活用した新たな

連携サービスの検討を開始し、その一つとしてＩＣ連絡定期券サービスを導入することとなりました。 

ＩＣ連携サービスの拡大により、便利でスムース、安心なサービスをより多くの方にご利用いただける機会

が増えることになります。ますます便利になるＩＣカード乗車券のサービスにご期待ください。 

概要につきましては、以下の内容をご覧ください。 

 

 

   

１．お互いの仕組みを活かした連携サービスを検討します 

  ＪＲ西日本とスルッと KANSAI は、お客様に、より便利に公共交通をご利用いただくため、それぞれのＩＣカ

ードの仕組みを活用した幅広い連携について、検討を開始することといたしました。 

今後は、ＪＲ西日本「ICOCA」のプリペイド機能・定期券機能、及びスルッとKANSAI「PiTaPa」のポストペイ

機能等、お互いのシステムの便利なところを活用して、幅広いＩＣカード連携サービスを、お互いに協力の

上、検討してまいります。 

 

２．ＪＲ西日本とスルッとKANSAI加盟社局との間でＩＣ連絡定期券サービスを開始します 

ＪＲ西日本とスルッと KANSAI 加盟社局が実施している連絡定期券サービスにおいて、準備の整っ

た会社間でICOCA・PiTaPaによるＩＣ連絡定期券サービスを導入してまいります。詳細につきましては

当該会社より改めてお知らせいたします。 

 

注１）「ICOCA」はＪＲ西日本の登録商標です。 

注２）「PiTaPa」は株式会社スルッとKANSAIの登録商標です。 

注３)「連絡定期券」とは、異なる運輸機関をまたがってご利用になるお客様に対し、一枚で発売する定期券のことです。 

 

 
 
 


